
関心・意欲・態度

・２単位

３学年:2単位（70時間）
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く
能
力

読
む
能
力

知
識
理
解

表現の基礎

・オリエンテーション

・自己表現（加藤秀俊）

・文章の書き方（１）
・文章の書き方（２）

定期テスト＜１＞

・スピーチのしかた

・国語常識
「四字熟語」「故事成語
「高校漢字必携」

○ ○ ◎ ○ ○

定期テスト＜２＞

表現の実践（１）

・手紙の心（外山滋比
古）

・目的や場面に応じたプレゼンテーションができるよ
うになったか。

授業への取り組み
定期テスト
練習問題

・プレゼンテーションを行うための下準備に積極的に
取り組んでいたか。

・日常生活の中のプレゼンテーションが必要な ・具体的にプレゼンテーションを行い、相互評価を行 発表内容

◎ ○ ○ ○

・プレゼンテーションの
必要性（山口弘明）

・プレゼンテーションの必要性と、目的・効果
について理解する。

○

授業への取り組み
提出レポート・記録の文章を読み効果的な表現について理解

を深め、自分の表現に役立たせることができ
る。

・報告の内容に応じた必要な情報や資料を適切に収集
し、正確に記録することができているか。

・相手や目的、書く内容に応じて言葉遣いや文体など
に気をつけながら様々な形式の表現活動ができている
か。

・場面や相手に応じて適切な手段で自己表現ができて
いるか。

9

・手紙を書く
・記録・報告文〈レポー
トの書き方）

・手紙の基本的な形式と、相手や目的に応じた
手紙の書き方を理解する。

○ ○ ◎ ○ ○

・基本的な手紙の書式や出し方のマナーについて理解
できたか。

8

・様々なコミュニケーション方法の特色を比較
し、場面や相手に応じて適切な手段で自己表現
ができる。

○ ○ ○ ◎ ○

・筆者の挙げる具体的な事例を通して、コミュニケー
ションの大切さを読み取ることができたか。

授業への取り組み
練習問題
国語ワークノート

○
・日本語の歴史を知った上で、カタカナ語や漢語、大
和言葉を適切に使い分ける態度が身についているか。

授業への取り組み　　　　定期テスト

・国語の常識事項を身につける ・四字熟語、故事成語を正しく読み漢字で正確に書く
ことができるか。　　　・四字熟語、故事成語の意味
を正しく理解しているか。

授業への取り組み      提出レポート

・全体の論の展開を把握し、筆者の考えが読み取れて
いるか。

授業への取り組み
練習問題
国語ワークノート・文章を正しく音読し、語句の意味を正しく把握する

ことができているか。

7

②漢字と日本文化（大野
晋）

・日本語の成り立ちを知る。
・論理的な文章を展開に従って分析していき、
結論としての主張を導き出す。

○ ○ ◎

6

・スピーチの必要性を理解し、自分でスピーチ
をしたり友達のスピーチを意欲的に聞く態度を

・発声や話す速度・間などを考え、聞き手の立場をふ
まえてスピーチができているか。言葉を豊に

①理想的な日本語生活
をー理と情（藤原与一）

・言語生活における理と情の備わった表現の必
要性と、どのような表現が理と情が調和したも
のなのかを考える。 ○ ○ ◎ ○

○ ○

・優れた表現の工夫を見つけ出し、その効果が理解で
きたか。

授業への取り組み
国語ワークノート
練習問題

・日常会話の意義について考え、自分の聞き方・話し
方の改善につなげているか。

5

・わかりやすい表現 ・文における言葉の対応関係について理解し、
適切な表現ができる。

・わかりやすい表現にするための基本的な事柄につい
て理解できているか。
・原稿用紙の使い方を理解して表現できているか。

・言葉のキャッチボール
（斎藤美津子）

・種々の表現技法とその表現効果について理解
する。

○ ◎ ○

○ ○

・表現活動の基本的な手順が身についているか。
・自分の考えをまとめたり深めたりしながら、筋道を
立てて適切に文章を書くことができるか。

授業への取り組み
定期テスト
練習問題
提出レポート

・文章の書き方に基づいて４00字程度の文章を
書く。

○ ◎

・表現行為への抵抗をなくそうと努力しているか。 授業への取り組み
練習問題
国語ワークノート

・本文中の比喩表現について、具体的にどのようなこ
とを言っているのか理解できているか。

・題材や材料の収集の方法が理解できたか。文章構成
について理解できたか。

評価の観点

評価規準 主な評価方法

4

・自己表現とはどういうことかを理解するとと
もに、「表現」することの楽しさに気付く。
・言葉への関心を高めつつ「自己表現」をする
ためにはどのようなことを心がければよいかを
考えながら書くことができる。
・文章の書き方の一般的な手順や基本的な事柄
を理解する。

○ ○ ○ ○ ◎

（第一学習社）

４　年間計画

３年次　　（２単位）

月 単元名・教材 主な単元の目標

　表現と理解に役立てるための
音声、文法、表記、語句、語
彙、漢字等を理解し、知識を身
に付けている。

３　単位数・使用教科書

・使用教科書

高等学校　国語表現Ⅰ

　国語や言語文化に対する関
心を深め、国語を尊重してそ
の向上を図り、進んで表現し
たりするとともに、伝えあお
うとする。

　自分の考えをまとめたり深
めたりして、目的や場面に応
じ、筋道を立てて話したり的
確に聞き取ったりする。

　自分の考えをまとめたり深めた
りして、相手や目的に応じ、筋道
を立てて適切に文章を書く。

　自分の考えを深めたり発展さ
せたりしながら、目的に応じて
様々な文章を的確に読み取った
り読書に親しんだりする。

話す・聞く能力 書く能力 読む能力 知識・理解

国語表現Ⅰ

１　目標　

国語で適切に表現する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力を伸ばし言語感覚を磨き、進んで表現することによって社
会生活を充実させる態度を育てる。

２　評価の観点の趣旨



定期テスト＜３＞

・意見文を書く〈２〉

定期テスト＜４＞

・トカ弁ー婉曲表現の現
在ー（俵万智）

・古語雑談ー「やさし」
の語史

2

　定期テスト＜５＞

・言葉の意味や用法の時代的変遷を具体例に基づいて
理解することができる。

授業への取り組み
練習問題
国語ワークノート

・日本語文法の特徴が理解できている。 授業への取り組み
練習問題
国語ワークノート

・日本語について触れたエッセイを読み、言葉
に対する繊細な感性を養う。

・国語の語句、語彙の構造的な仕組み、言語の個人
的・社会的・文化的役割などについて理解している
か。・流行語として見られがちな若者言葉に、日本人とし
ての代わらない本質を見ようとする筆者の考えを正確
に読み取ることができているか。

○ ◎ ○1

表現の探求
・日本語の特徴

・日本語の語彙や文法の特徴を理解する。

○

・言葉の意味の変遷をたどる中で言葉に対する
関心を高めつつ、言語感覚を磨く。

授業への取り組み
定期テスト
練習問題・筆者の意見に対する自己の考えや意見を表現

する。
・読み手を意識し、論理的な構成や展開を工夫して、
自分の考えを適切に文章にまとめることができている
か。

◎ ○

・論理的な文章の構成を理解し、筆者の意見を読み取
ることができているか。

・時間の見方を変えると
き（本川達雄）

・論理的な文章を読み、全体の構成や論旨を読
み取る力を身につける。

○ ○

・情報を整理して自分の考えを論理的に述べている
か。

授業への取り組み
練習問題
国語ワークノート
提出レポート・意見文の書き方に従って自分の意見を的確に

表現することができる。
・自分の考えを持ち、それを的確に説得力をもって表
現することができているか。

○

・意見文の基本的な書き方について理解できている
か。　　　　　　　　　　　　　　　　・目的や場に
応じて書くために必要な情報を収集・整理できている
か。

授業への取り組み
練習問題
国語ワークノート

12

・資料（課題文）に対する自分の意見をもつこ
とができる。

○ ○ ◎ ○ ○

授業への取り組み
定期テスト
練習問題・文脈や筆者の意見に忠実な読解をし、その主旨を読

み取れているか。

11

表現の実践（２）
・意見文を書く〈１〉

・意見文を書くことの意義と手順を理解する。
・例文を通して意見文を書くときの留意点を具
体的に理解する。

○ ○ ◎ ○

・

・言葉を豊かに
・敬語の分類
・二つの言葉が一つに
なって

・尊敬語、謙譲語、丁寧語、美化語のそれぞれ
の性質を理解し、目的や場に応じて使い分けら
れるようにする。　　　　　・言葉の誤用が引
き起こす問題について考え、自分の言語生活を
見直し言葉を正しく使う姿勢を身につける。

○ ○ ◎ ○

・文章を正しく音読し、語句の意味を把握することが
できるか。

10



山梨県立谷村工業高等学校公民科

１　教科目標

２　評価の観点及び趣旨

３　年間指導計画
月

11

国際政治の動向と日本の役割

12

1

2

3

民主社会の倫理

第二次世界大戦後の国際社会、国家主権と国際法、国境
と領土問題、地域紛争と人権・民族問題、国際連合の役
割、核兵器の廃絶と国際平和、日本の外交、日本の役割
と日本人の生き方について学習し、国際政治の動向と日
本の役割について追究する。

人間の尊厳と生命の尊重、自由な社会の実現、平等な社
会の実現について学習し、民主社会の倫理について追究
する。

7

環境と私たちの生活

地球温暖化、酸性雨、オゾン層破壊、森林破壊と野生生
物の種の減少、砂漠化などさまざまな環境問題やその国
際的な取り組みについて学習し、人間生活と環境問題を
関連させて追及する。

資源・エネルギー問題と私たちの生活

資源に限りがあること、エネルギー利用の変化と石油の
需要、原子力発電とその課題、新エネルギーについて学
習し、資源・エネルギーの問題問題と自らの生活のあり
方を追究する。

私たちの生活と宗教や芸術

現代社会

単元 学　習　内　容

意欲・関心・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

科学技術がかかえる問題、科学技術と生命の操作、生命
倫理をめぐる問題について学習し、生命の考え方の変化
に対応して、生命のあり方にかかわる課題を追究する。

現代に生きる青年

青年期の意味、青年期の充実や自立にむけて、社会との
かかわり、私たちの生きがいなどを学習し、青年期のあ
り方、生き方について追究する。

現代社会の基本的問題と
人間にかかわる事柄に対
する関心を高め，意欲的
に課題を追究するととも
に，社会的事象を総合的
に考えようとする態度と
民主的・平和的なよりよ
い社会の実現に向けて参
加，協力する態度を身に
付け，現代社会に生きる
人間としての在り方生き
方について自覚を深めよ
うとする。

現代社会の基本的問題と
人間にかかわる事柄から
課題を見いだし，社会的
事象の本質や人間として
の在り方生き方について
広い視野に立って多面
的・多角的に考察すると
ともに，社会の変化や
様々な立場，考え方を踏
まえ公正に判断する。

現代社会の基本的問題と
人間にかかわる事柄に関
する諸資料を様々なメ
ディアを通して収集し，
有用な情報を主体的に選
択し活用して学び方を身
に付けるとともに，追究
し考察した過程や結果を
様々な方法で適切に表現
する。

現代社会の基本的問題と
人間としての在り方生き
方にかかわる事柄や学び
方を理解し，その知識を
身に付けている。

9

5

6

人間の尊重と科学的な探究の精神に基づいて，広い視野に立って，現代の社会と人間についての理解を深
めさせ，現代社会の基本的な問題について主体的に考え公正に判断するとともに自ら人間としての在り方
生き方について考える力の基礎を養い，良識ある公民として必要な能力と態度を育てる。

4

現代の経済社会と私たちの生活

産業構造の変化、企業の役割と社会的責任、中小企業の
現状と課題、政府の経済的役割、財政のしくみと税金、
金融機関のはたらき、雇用と労働問題、労働環境の整備
について学習し、現代の経済社会と私たちの生活との関
わりについて追究する。

豊かな社会と福祉社会

豊かさの意味、日本の社会保障制度、少子高齢化と福祉
社会、豊かな社会とは何かを学習し、豊かな社会とはど
のような社会かを追究する。

現代社会の特質と社会生活の変化

大衆社会、少子高齢社会、高度情報社会、国際化社会に
ついて学習し、現代社会の特質と社会生活の変化につい
て追究する。

日常生活における宗教・芸術や文化について学習し、宗
教や芸術と私たちの生活の関わりについて追究する。

科学技術の発達と私たちの生命

現代の民主政治と私たちの生活

基本的人権、日本国憲法、日本の安全保障、平等に生き
る権利と自由に生きる権利、裁判所と人権保障、国会の
運営と権限、内閣と行政の民主化、地方自治と住民の福
祉、選挙制度の現状と課題、世論の形成と政治参加につ
いて学習し、現代の民主政治と私たちの生活について追
究する。

10

国際経済の動向と日本の役割

世界の経済体制の動向、国際分業と貿易、国際収支と為
替相場、貿易と経済摩擦、国際協力と国際組織の役割、
発展途上国の経済と南北問題について学習し、国際経済
の動向と日本の役割について追究する。



４　項目ごとの評価規準

大項目 項目

・ ・ ・ ・

・
・

・

・
・

・ ・

・

・ ・ ・ ・

・
・

・ ・

・
・

・
・

・

・ ・ ・ ・

・
・ ・

・
・ ・

・ ・ ・ ・

・
・ ・

・
・ ・

資源は有限であること
について理解し，その
知識を身に付けてい
る。

資源・エネルギー問題
について自己の在り方
生き方と関連させなが
ら考えようとしてい

資源・エネルギー問題
について自己とのかか
わりに着目して課題を
見いだしている。

資源・エネルギー問題
に関する諸資料を様々
なメディアを通して収
集している。

収集した資料の中から
資源・エネルギー問題
について設定した課題
を追究する学習に役立
つ情報を主体的に選択
して活用している。

環
境
と
私
た
ち
の
生
活

資源・エネルギー問題
について設定した課題
を追究し考察した過程
や結果を，レポートや
報告書にまとめたり，
発表などを行ったりし
て表現している。

資源やエネルギーの開
発・利用の在り方や新
エネルギーの開発につ
いて世界の国々の間
様々な立場で，それぞ
れの考え方があること
に気付き，その知識を
身に付けている。
資源・エネルギー問題
の生じる背景や問題点
を追究する観点とし
て，倫理，社会，文
化，政治，経済など
様々な観点があること
を理解し，その知識を

資源・エネルギーの消
費・利用について多面
的・多角的に考察して
いる。
資源・エネルギー問題
に対する自らの生活の
在り方や価値観につい
て社会の変化や様々な
立場，考え方を踏まえ
公正に判断している。

課題の設定の仕方，統
計や資料の見方，情報
の検索や処理の仕方，
簡単な社会調査の方法
を身に付けている。

課題の設定の仕方，統
計や資料の見方，情報
の検索や処理の仕方，
簡単な社会調査の方法
を身に付けている。
地球環境問題について
設定した課題を追究し
考察した過程や結果
を，レポートや報告書
にまとめたり，発表な
どを行ったりして表現

地球環境問題に対する
感心が高まっている。
地球環境問題について
自己とのかかわりに着
目して設定した課題を
意欲的に追究してい
地球環境問題について
自己の在り方生き方と
関連させながら考えよ
うとしている。

資源・エネルギー問題
について自己とのかか
わりに着目して設定し
た課題を意欲的に追究
している。

科
学
技
術
の
発
達
と
私
た
ち
の
生
命

現
代
に
生
き
る
私
た
ち
の
課
題

日常生活における慣習
の中に宗教的な意味を
もつものあるものがあ
ることや，芸術が生ま
れた社会背景などをに
ついて理解し，その知
識を身に付けている。
宗教や芸術が生まれる
背景や人生における意
味を追究する観点とし
て，倫理，社会，文
化，政治，経済など
様々な観点があること
を理解し，その知識を

科学技術の発達と生命
の問題が生じる背景や
問題点を追究する観点
として，倫理，社会，
文化，政治，経済など
様々な観点があること
を理解し，その知識を
身に付けている。

科学技術の発達と生命
の問題に対する関心が
高まっている。
科学技術の発達と生命
の問題について自己と
のかかわりに着目して
設定した課題を意欲的
に追究している。

科学技術の成果が社会
生活のすみずみまで浸
透するとともに，生命
の在り方にまで影響が
及んできたことについ
て理解し，その知識を
身に付けている。

科学技術の発達と生命
の問題について自己の
在り方生き方と関連さ
せながら考えようとし

ている。

知識・理解技能・表現思考・判断

地球環境問題について
自己とのかかわりに着
目して設定した課題を
見いだしている。

地球環境問題に関する
諸資料を様々なメディ
アを通して収集してい

地球環境問題は，人間
の様々な活動が自然環
境への負荷を増加させ
たことによる地球環境
の汚染や破壊の問題で
あることを理解し，そ
の知識を身に付けてい

地球環境問題について
環境保全をどう図って
いくかを多面的・多角
的に考察している。 地球環境問題の生じる

背景や問題点を追究す
る観点として，倫理，
社会，文化，政治，経
済など様々な観点があ
ることを理解し，その
知識を身に付けてい
る。

収集した資料の中から
日常生活と宗教や芸術
とのかかわりについて
設定した課題を追究す
る学習に役立つ情報を
主体的に選択して活用

日常生活と宗教や芸術
とのかかわりについて
自己とのかかわりに着
目して課題を見いだし
真理や理想を追い求め
ることの意味や精神的
な豊かさについて多面
的・多角的に考察して
信念や信仰，芸術など
の人生における意義に
ついて社会の変化や
様々な立場，考え方を
踏まえ公正に判断して

科学技術の発達と生命
の問題について自己と
のかかわりに着目して
課題を見いだしてい
科学技術の発達に伴う
生命の考え方の変化に
ついて多面的・多角的
に考察している。
科学技術と生命の在り
方について社会の変化
や様々な立場，考え方
を踏まえ公正に判断し
ている。

科学技術の発達と生命
の問題に関する諸資料
を様々なメディアを通
して収集している。
収集した資料の中から
科学技術の発達と生命
の問題について設定し
た課題を追究する学習
に役立つ情報を主体的
に選択して活用してい
る。

日常生活と宗教や芸術
とのかかわりに対する
関心が高まっている。

意欲・関心・態度

地球環境問題に対する
国際的な取り組みや協
力，自らの生活の在り
方について社会の変化
や様々な立場，考え方
を踏まえ公正に判断し
ている。

収集した資料の中から
地球環境問題について
設定した課題を追究す
る学習に役立つ情報を
主体的に選択して活用

日常生活と宗教や芸術
とのかかわりに関する
諸資料を様々なメディ
アを通して収集してい

日常生活と宗教や芸術
とのかかわりについて
自己の在り方生き方と
関連させながら考えよ
うとしている。

私
た
ち
の
生
活
と
宗
教
や
芸
術

日常生活と宗教や芸術
とのかかわりについて
自己とのかかわりに着
目して設定した課題を
意欲的に追究してい

資源・エネルギー問題
に対する関心が高まっ
ている。

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
と
私
た
ち
の
生
活
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・ ・ ・ ・現代の経済社会に関す
る諸資料を様々なメ
ディアを通して収集
し，学習に役立つ情報
を主体的に選択して活
用するとともに，個人
と企業の経済活動にお
ける社会的責任や経済
活動の在り方を追究し
考察した過程や結果を
様々な方法で適切に表

現代の経済社会におけ
る技術革新と産業構造
の変化，企業の働き，
公的部門の役割と租
税，金融機関の働き，
雇用と労働問題，公害
の防止と環境保全につ
いて理解し，その知識
を身に付けている。

収集した資料の中から
生涯における青年期の
もつ意義と自己形成の
課題，青年としていか
に生きるかについての
学習に役立つ情報を主
体的に選択して活用し

住宅，社会資本，労働
と余暇，地域社会の在
り方，社会保障制度の
在り方などについて社
会の変化や様々な立
場，考え方を踏まえ公
正に判断ている。

豊かな生活と福祉社会
に関する諸資料を様々
なメディアを通して収
集している。
収集した資料の中から
豊かな生活と福祉社会
について設定した課題
を追究する学習に役立
つ情報を主体的に選択
して活用している。

現代社会の特質と社会
生活の変化から課題を
見いだしている。

現代社会の特質と社会
生活の変化や青年の生
き方に関する諸資料を
様々なメディアを通し
て収集している。

豊かな生活と福祉社会
に対する関心が高まっ
ている。

豊かな生活と福祉社会
について自己とのかか
わりに着目して課題を
見いだしている。

国や地方公共団体が社
会保障制度を充実させ
ることの必要性につい
て理解し，その知識を
身に付けている。物質的，精神的，文化

的に豊かな社会とはど
のような社会かについ
て多面的・多角的に考
察している。

豊
か
な
社
会
と
福
祉
社
会

現
代
に
生
き
る
青
年

現
代
の
経
済
社
会
と

私
た
ち
の
生
活

現代社会においては，
様々な組織が巨大化し
人間関係が希薄化，孤
立化するとともに，大
量生産・大量消費によ
り文化や行動様式が画
一化する傾向があるこ
とについて理解し，そ
の知識を身に付けてい

青年期は親などへの依
存を脱し，自らの生き
方を多くの可能性の中
から選択し社会生活に
主体的に参加する中
で，自己を形成し心理
的，社会的な自立を遂
げていく重要な時期で
あることについて理解
し，その知識を身に付
望ましい職業観・勤労
観について理解し，そ
の知識を身に付けてい

現
代
の
社
会
と

現代の経済社会の諸事
象に対する関心を高
め，それを意欲的に追
究し，経済活動の在り
方について考えようと

現代の経済社会の諸事
象から課題を見いだ
し，個人と企業の経済
活動における社会的責
任などについて多面
的・多角的に考察し，
経済活動の在り方につ
いて社会の変化や様々
な立場，考え方を踏ま
え公正に判断してい
る。

現
代
社
会
の
特
質
と
社
会
生
活
の
変
化

現代社会においては，
少子化の進行と平均寿
命の伸長による急速な
人口の高齢化のもたら
す労働力人口の減少，
地域社会の変容，介護
あるいは福祉などの課
題があることについて
理解し，その知識を身
異なる文化をもつ国々
への相互理解と協調の
精神をもつことが大切
であることを理解し，
その知識を身に付けて
社会の急激な変化に
伴って社会生活に変化
が見られたことを理解
し，その知識を身に付

生涯における青年期の
意義と自己形成の課題
を意欲的に追究してい

青年の生き方から課題
を見いだしている。

青年の生き方に対する
関心が高まっている。

生涯における青年期の
もつ意義と自己形成の
課題について自らの人
生や進路選択とかかわ
らせながら多面的・多
角的に考察している。

現代の社会に生きる青
年としていかに生きる
かについて考えようと
している。 現代の社会に生きる青

年としていかに生きる
かについて社会生活の
変化や様々な立場，考
え方を踏まえ公正に判
断している。

生涯における青年期の
もつ意義と自己形成の
課題，青年としていか
に生きるかについて追
究し考察した結果を口
頭や文章などで適切に
説明している。

豊かな生活と福祉社会
について自己とのかか
わりに着目して設定し
た課題を意欲的に追究
している。
豊かな生活と福祉社会
について自己の在り方
生き方と関連させなが
ら考えようとしてい
る。

現代社会の特質と社会
生活の変化に対する関
心が高まっている。

福祉社会における自助
努力の必要性について
理解し，その知識を身
に付けている。
豊かな生活と福祉社会
が求められる背景や豊
かな社会とはどのよう
な社会かを追究する観
点として，倫理，社会
文化，政治，経済など
様々な観点があること
を理解し，その知識を
身に付けている。



・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・

・

・

現代の民主政治と民主
社会の倫理に対する関
心が高まっている。
民主社会における，生
命の尊重，自由・権利
と責任・義務，人間の
尊厳と平等，法と規範
の意味を意欲的に追究
している。

現代の民主政治と民主
社会の倫理から課題を
見いだしている。
民主社会における，生
命の尊重，自由・権利
と責任・義務，人間の
尊厳と平等，法と規範
について多面的・多角
的に考察している。

現代の民主社会に関す
る諸資料を様々なメ
ディアを通して収集
し，学習に役立つ情報
を主体的に選択して活
用するとともに，民主
社会における価値や民
主政治を基礎付ける考
え方，民主政治の在り
方や民主社会における
人間としての在り方を
追究し考察した過程や
結果を様々な方法で適
切に表現している。

基本的人権の保障と法
の支配，国民主権と議
会制民主主義，平和主
義と我が国の安全，日
本国憲法の基本的原
則，世論形成と政治参
加の意義について理解
し，その知識を身に付

経済体制の特徴や課
題，国際分業と貿易，
国際収支と為替相場，
貿易と経済摩擦，国際
協力と国際組織の役
割，発展途上国と南北
問題について理解し，
その知識を身に付けて
いる。

自由や権利の行使は，
同時に他人の自由や権
利を侵害しないという
制約を伴い，義務と責
任を果たすことによっ
て初めて社会的な関係
の中で生かされること
を理解し，その知識を
人間の尊厳と平等は民
主社会を基礎づける基
本的な考え方であるこ
とを理解し，その知識
を身に付けている。

国際社会の動向や諸問
題に関する諸資料を
様々なメディアを通し
て収集し，学習に役立
つ情報を主体的に選択
して活用するととも
に，国際平和や国際協
力の必要性及び国際組
織の役割や国際社会に
おける日本の果たすべ
き役割及び日本人の生
き方を追究し考察した
過程や結果を様々な方

人権，国家主権，領土
に関する国際法の意
義，人種・民族問題，
核兵器と軍縮問題，我
が国の安全保障と防
衛，資本主義経済と社
会主義経済の変容，貿
易の拡大と経済摩擦，
南北問題について理解
し，その知識を身に付
けている。

現代の民主政治と民主
社会の倫理に関する諸
資料を様々なメディア
を通して収集してい

生命の尊重は，現代社
会において最も大切な
価値であり，生命に対
する尊重及び畏敬の精
神をあらゆる生活の中
に生かしていくこと
が，生活と福祉の向上
を実現していくことに
なる点に気付き，その
知識を身に付けてい

国際経済の動向に対す
る関心を高め、それを
意欲的に追究し，国際
経済における日本の役
割について考えようと
している。

国際経済における諸事
象から課題を見いだ
し，世界と日本の経済
活動の在り方について
多面的・多角的に考察
し、国際経済の在り方
について様々な立場，
考え方を踏まえ公正に

現代の国際経済に関す
る諸資料を様々なメ
ディアを通して収集
し，学習に役立つ情報
を主体的に選択して活
用するとともに，世界
と日本の経済活動にお
ける関わりや役割を追
究し，考察した過程や
結果を様々な方法で適

国
際
政
治
の
動
向
と

日
本
の
役
割

国際社会の動向や諸問
題に対する関心を高
め，それを意欲的に追
究し，国際社会におけ
る日本の果たすべき役
割及び日本人の生き方
について考えようとし

と
人
間
と
し
て
の
あ
り
方
生
き
方

民
主
社
会
の
倫
理

現
代
の
民
主
政
治
と

私
た
ち
の
生
活

現代の民主社会の諸事
象から課題を見いだ
し， 民主社会におい
て求められる価値や民
主政治を基礎付ける考
え方などについて多面
的・多角的に考察し，
民主政治の在り方や民
主社会における人間と
しての在り方について
社会の変化や様々な立
場，考え方を踏まえ公
正に判断している。

国際社会の動向や諸問
題から課題を見いだ
し，国際平和や国際協
力の必要性及び国際組
織の役割などについて
多面的・多角的に考察
し，国際社会における
日本の果たすべき役割
及び日本人の生き方に
ついて社会の変化や
様々な立場，考え方を
踏まえ公正に判断して

国
際
経
済
の
動
向
と

日
本
の
役
割

現代の民主社会に対す
る関心を高め，それを
意欲的に追究し，民主
社会における人間とし
ての在り方生き方を考
えるとともに，自ら生
きる倫理について自覚



５　項目ごとの評価方法

大項目 項目 技能・表現
出席状況 学習態度（発言・判断） 学習態度（発言・作業） 学習態度（発言）
学習態度（発言・調べ） 学習プリント 学習プリント 定期試験
学習プリント 定期試験 定期試験

出席状況 学習態度（発言・判断） 学習態度（発言・作業） 学習態度（発言）
学習態度（発言・調べ） 学習プリント 学習プリント 定期試験
学習プリント 定期試験 定期試験

出席状況 学習態度（発言・判断） 学習態度（発言・作業） 学習態度（発言）
学習態度（発言・調べ） 学習プリント 学習プリント 定期試験
学習プリント 定期試験 定期試験

出席状況 学習態度（発言・判断） 学習態度（発言・作業） 学習態度（発言）
学習態度（発言・調べ） 学習プリント 学習プリント 定期試験
学習プリント 定期試験 定期試験

出席状況 学習態度（発言・判断） 学習態度（発言・作業） 学習態度（発言）
学習態度（発言・調べ） 学習プリント 学習プリント 定期試験
学習プリント 定期試験 定期試験

出席状況 学習態度（発言・判断） 学習態度（発言・作業） 学習態度（発言）
学習態度（発言・調べ） 学習プリント 学習プリント 定期試験
学習プリント 定期試験 定期試験

出席状況 学習態度（発言・判断） 学習態度（発言・作業） 学習態度（発言）
学習態度（発言・調べ） 学習プリント 学習プリント 定期試験
学習プリント 定期試験 定期試験

出席状況 学習態度（発言・判断） 学習態度（発言・作業） 学習態度（発言）
学習態度（発言・調べ） 学習プリント 学習プリント 定期試験
学習プリント 定期試験 定期試験

出席状況 学習態度（発言・判断） 学習態度（発言・作業） 学習態度（発言）
学習態度（発言・調べ） 学習プリント 学習プリント 定期試験
学習プリント 定期試験 定期試験

出席状況 学習態度（発言・判断） 学習態度（発言・作業） 学習態度（発言）
学習態度（発言・調べ） 学習プリント 学習プリント 定期試験
学習プリント 定期試験 定期試験

出席状況 学習態度（発言・判断） 学習態度（発言・作業） 学習態度（発言）
学習態度（発言・調べ） 学習プリント 学習プリント 定期試験
学習プリント 定期試験 定期試験

出席状況 学習態度（発言・判断） 学習態度（発言・作業） 学習態度（発言）
学習態度（発言・調べ） 学習プリント 学習プリント 定期試験
学習プリント 定期試験 定期試験

現
代
に
生
き
る
私
た
ち
の
課
題

現
代
の
社
会
と
人
間
と
し
て
の
あ
り
方
生
き
方

民
主
社
会
の

倫
理

国
際
政
治
の
動
向
と

日
本
の
役
割

国
際
経
済
の
動
向
と

日
本
の
役
割

現
代
の
民
主
政
治
と

私
た
ち
の
生
活

知識・理解意欲・関心・態度 思考・判断

科
学
技
術
の
発
達
と

私
た
ち
の
生
命

私
た
ち
の
生
活
と
宗

教
や
芸
術

環
境
と
私
た
ち
の
生

活

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
と
私
た
ち
の
生

活

現
代
の
経
済
社
会
と

私
た
ち
の
生
活

現
代
に
生
き
る
　
青

年

現
代
社
会
の
特
質
と

社
会
生
活
の
　
変
化

豊
か
な
社
会
と
　
福

祉
社
会



物理Ⅰ

単位数 学年・クラス 使用教科書（出版社）

３単位 ３学年 機械システム科 新編 物理Ⅰ（東京書籍）

建設科

電子情報科

１ 教科・科目の目標

１．身の周りのに見られる様々な物理的な事物・現象を知る。

２．その事物・現象を探究するための方法しとての観察・実験の方法・態度を身につける。

３．これらを通して，事物・現象の背後にある物理の原理・基本法則を学び，論理的な考え方を養

い，自然の美しさ・物理のおもしろさ・楽しさを知り，科学的な自然観を育成する。

４．基礎・基本に基づいた自然現象に対する取り組む論理的な姿勢を育成する。

２ 評価規準および評価方法

関心、意欲、態度 思考・判断 観察･実験の技能､表現 知識・理解

日常に起こる運動やエ 運動現象や様々なエネ 運動・エネルギー・波 運動・エネルギー・波

評 ネルギー、絶えず身の ルギーに由来する現 動に関する基本的な観 動に関する事象・現象

価 回りで生じている波動 象、波動に由来する現 察・実験の技能を習得 について理解するとと

基 現象に対し関心を持 象を観察・実験をとお するとともに、その方 もにそれらに対する基

準 ち、それらの性質に関 して分析し、論理的思 法の理論的背景を理解 本的な概念が形成でき

する現象に対して意欲 考のもとに考察・判断 している。さらに、習 ていること。また、そ

的・科学的に探究する を行うことができる。 得した能力にもとに、 れらを支配している基

態度を身に付けようと その結果、現象の中の 創意・工夫に富んだ新 本的な原理や法則を観

している。さらに、未 問題点を見いだし、科 たな観察・実験の方法 察・実験などをとおし

知な機器や自然現象に 学的・実証的に解決す を見いだしたり、観察 て理解し、知識を身に

対して科学的な態度と ることができる。 ・実験の過程・結果や 付けている。

方法で取り組むことが 自らの考え等を的確に

できる。 表現できる。

評 ・授業内容に関心を示 ・実験・観察、演習、 ・観察、実験の準備に ・この事項は基本的に

価 したか。 授業中の応答など 怠りがないかどう は定期考査で確認す

方 ・授業での応答、演 で、思考の「過程」 か。 る。

法 習、実験・観察に意 を評価したい。実験 ・観察、実験中のデー ・実験などのレポート

欲をもって取り組ん などのデータに計測 タの取り方が適切か では、授業中に学習

だか。 ミスなどがあって正 どうか（とりこぼ した事項が正しく理

・授業、演習、実験・ しい結論に至らなか し、計測ミスなどが 解され知識となって

観察に積極的に取り ったとしても、その ないかどうか 。 きちんとレポートに）

組んだか、チームワ 思考過程が物理的に ・データ処理が適切か 反映されているかど

ークに配慮したか、 正しく、しっかり判 （間違いがないか、 うかを見る。

等を勘案して評価す 断もできていれば十 有効桁数などが適切

る。 分な評価を与えた か 。）

い。 ・観察結果、実験結果



を他の人にもわかり

やすく表現できてい

るかどうか。

・自分の実験事実、そ

の実験事実に対する

自分の考え、インタ

ーネットなどを活用

して調べた事項など

についてはっきり区

別して表現している

かどうか、などにつ

いて評価する。

３ 学習計画等

評価

月 学習内容 学習のねらい 評価基準 観点

４ Ⅲ－１ ・物体の運動に 関心・ 日常の様々な物体の運動に関心を持ち、意欲的に探 ◎

直線運動の ついてどう表 意欲・ 究しようとする。それらの運動を理解する端緒とし

世界 したらよいか 態度 ての直線上の運動に対して関心を抱き、運動の表し

考え、物体の 方・重力による運動に対して意欲的に取り組んでい

移動間隔、移 る。

動の向きの変

化に気づかせ 思考・ 等加速度直線運動をもとにして、多くの複雑な運動

る。 判断 の理解に至ることを知り、運動の多様性と簡単な解

析の方法を習得し、考察できる。

観察・ 等速直線運動・等加速度直線運動の観察・実験など

実験の を通して、実験機器の操作と結果の表し方・データ

技能・ 処理の仕方を習得する。

表現

知識・ 等加速度直線運動に関する基本的な概念や公式を理 ◎

理解 解し、運動を解析する方法を身に付けている。その

最も身近なものとして、地表における重力による運

動についても正しく理解している。

５ Ⅲ－２ ・運動の法則、 関心・ 力のはたらき・性質と運動との関係について、日常 ◎

運動を支配 力の種類、力 意欲・ に見られる様々な運動等を通して関心を持ち、科学

する法則 の記述方法に 態度 的に探究しようとする。

ついて学び、

問い・編末問 思考・ 日常に見られる運動や力のはたらきから様々な種類 ◎

題やその他の 判断 の力の概念を見いだし、力の性質や運動との関わり

問題を通し について考察ができる。また、これらに関する観察

て、物体の運 ・実験を通して、運動の三法則の理解を深め、身の

動を定量的に 回りに生じる様々な現象に対して正しく解析し判断

扱うことに慣 できる。

れる。



観察・ 日常に見られる運動をとおして物体にはたらく力を ◎

実験の 見いだした自らの考えを的確に表現できる。また、

技能・ 運動の三法則や様々な力についての法則に関する実

表現 験方法を習得し、科学的な探究の方法の基礎を体得

し、より的確な実験や観察の方法を見いだすことが

できる。

知識・ 重力・摩擦力・弾性力・浮力等について理解し、知 ◎

理解 識を身に付けていること。物体にはたらいているこ

れらの力を正しく見いだし、運動方程式を立てられ

る （また、つり合いの２力と作用・反作用を正し。

く区別出来ること ）。

６ Ⅲ－３ ・自由落下や水 関心・ 力や速度等の物理量がベクトルであること。ベクト ○

多彩な運動 平投射など、 意欲・ ルの計算、即ち、合成と分解に関心を持ちその意味

の世界 さまざまな運 態度 するところに意欲的に取り組んでいる。また、放物

動において、 運動との関わりについても意欲を持って取り組み探

式が立てられ 究している。

るようにな

る。 思考・ 運動の相対性に代表されるように、様々な観測者の ◎

・力の合成・分 判断 視点に立って運動を見たり、科学的な本質を見抜き

解など、運動 的確に表現することができる。力のモーメントにつ

の概念を図や いて生活の中での道具と関連づけて表現でき、道具

グラフで表せ によって何を便利にしているのか、道具の機能の一

るようにな 面について理解をえる。

る。

・力や速度の合 観察・ 放物運動や力のつりあいについて実験を行う。ま ○

成や分解にお 実験の た、力のモーメントを利用した日常の様々な道具に

いて、ベクト 技能・ ついて実例や実演によって、話し合い討議する。

ルの扱いに慣 表現

れる。

・力のつり合 知識・ ベクトルの合成・分解、合成速度・相対速度、放物 ◎

い、モーメン 理解 運動、力のモーメント・偶力・剛体のつり合いにつ

トや偶力を理 いて基本的な概念や法則・公式を理解し、的確に使

解する。 用でき、知識を身に付けている。

・質量と重さの

違いを理解す

る。

Ⅳ－１ ・仕事とは何 関心・ エネルギー概念と仕事について関心を持ち、意欲的 ○

秘められた か。表面上の 意欲・ に探究しようとしている。

能力をさぐ 日常概念と物 態度 また、力学的エネルギーについて、エネルギーの移

る 理概念の違い り変わりに興味を持って取り組んでいる。

を理解すると

ともに、実際 思考・ 物理での仕事と日常経験している仕事との相違につ ◎

は違わないこ 判断 いて正しく理解し、本質的に違わないことに思いを

とを理解す 巡らせ、事象に対して的確に説明・判断ができる。

る。 そして、物理による仕事の定義が本質的であり、そ

７ ・エネルギーと こから導かれる結論を通して、日常の便利な道具に

は何か。エネ より何を得し、何を得していないのかという別な一



ルギーをはか 面に理解が及び、判断できる。

る物差しとし

ての仕事を学 観察・ 日常の様々な道具について何を得し、何を得してい

び、計算がで 実験の ないのか話し合ったり、実験をし、得られた結果を

きるようにな 技能・ 的確に表現できる。簡単で単純な実験により運動エ

るとともに、 表現 ネルギー・位置エネルギーの移り変わり、即ち、力

仕事の原理を 学的エネルギー保存則について観察・実験を行い、

理解する。 技能を習得する。

８ ・仕事のできる

能力としての 知識・ 仕事・仕事の原理・仕事率・エネルギーという基本 ◎

運動エネルギ 理解 的な概念を理解し、力学的エネルギー保存則につい

ーと位置エネ て成立条件を含めて正しく知識を身に付け活用でき

ルギーについ る。

て学び、それ

ぞれ計算が出

来るようにな

る。

９ ・力学的エネル

ギーが保存さ

れることと、

その適用条件

について学

び、計算が出

来るようにな

る。

Ⅳ－２ ・熱と分子運動 関心・ 熱・温度・エネルギーの関係について関心を持ち意 ○

めぐりめぐ の関係を理解 意欲・ 欲的に探究している。また、様々なエネルギーの種

る不変なも し、熱の入れ 態度 類と変換について関心を持ち、人類が利用してきた

の 物としての物 エネルギーの種類と大量消費について関心を持って

体をイメージ いる。

でき、熱量の

計算ができ 思考・ 原子論的立場からの熱と温度と熱運動について実証 ◎

る。 判断 的・総合的に考察できる。また、エネルギーの変換

・エネルギーの に関する実験を行い、エネルギーについて考察する

変換と保存に とともに、エネルギーの移動が「力」を生じさせる

対して理解 ことに思考が及びその遷移を的確に判断できる。

し、マクロ的

１０ ・ミクロ的見 観察・ 物質の三態・比熱等の実験や熱現象の本質を調べる ○

方が出来るよ 実験の 実験を通して、エネルギーの保存・熱機関の効率に

うになる。す 技能・ ついて習得する。

なわち、力学 表現 また、エネルギーと力の関係を的確に表現できる。

の方法の延長

線上のものと 知識・ 熱・熱平衡・比熱・熱容量・温度・ジュール熱・電 ○

して熱現象を 理解 力・内部エネルギー・熱機関・熱効率・エネルギー

理解できるよ 保存則等の基本について理解し、法則・公式を活用

うになる。 できる。

・エネルギーの また、エネルギー収支についても考えが及び、科学

変換の過程で の進歩によりより低密度のエネルギーの利用が可能

の力を取り出 になりつつあることを知識として身に付けている。



す熱機関をイ

メージし、理

解する。

・地球環境とエ

ネルギーバラ

ンスについて

おおまかに理

解する。

Ⅱ－１ ・波とは何が伝 関心・ 地震波・水面波・音・光など、身近に絶えず発生し ○

時空に満ち わっているか 意欲・ ている様々な波に関する現象に興味関心を持ち、意

る波 を理解する。 態度 欲的に探究し、波動現象の基本的概念を知るために

振動・媒質・ 意欲的に取り組んでいる。

波の速度。

・縦波・横波の 思考・ 様々な波動現象から波動現象に共通している性質・ ◎

違いを理解す 判断 特徴を考察することによって、波動現象の本質を見

るとともに、 いだし判断できる。

波の基本的性

質である回折 観察・ 水波実験器や波動実験器等を用いて、波の種類・基 ○

・干渉につい 実験の 本的性質を観察・実験する方法を習得する。また、

て学ぶ。波長 技能・ 縦波の横波表現やホイヘンスの原理に基づいた様々

１１ ・振幅・ホイ 表現 な波動現象の作図ができる。

ヘンスの原理

・反射の法則 知識・ 波の基本である波長・振動数・速度・屈折・反射や ○

・屈折の法則 理解 波の種類。そして特有の性質としての回折・干渉等

を理解し、作 について理解し身に付けている。また、波動現象の

図・計算がで 原理・法則を活用できる。

きる。

Ⅱ－２ ・最も身近な波 関心・ 音波の特徴や性質・伝わり方に関心を持ち意欲的に ◎

空気のふる である音波に 意欲・ 探究しようとしている。また、音波の発生装置であ

えを追う ついて、これ 態度 る楽器等に興味を持ち、波の基本的性質と関連づけ

まで学んだこ て取り組んでいる。

とをもとにし

て理解すると 思考・ 音波の発生から伝播に関する現象を各々の波動現象 ◎

ともに、音の 判断 として捉えられ、統一的に判断できる。また、音波

三要素とは何 とそれによる物体の振動に関係している日常の様々

かを学ぶ。 な現象に対して的確に考察・洞察し判断できる。

・ドップラー効

果、弦・気柱 観察・ 弦楽器・管楽器の実験・観察を通して、これまでに ○

の固有振動・ 実験の 学習した波動現象を確認し、定常波・共振・共鳴等

定常波・共振 技能・ に関する実験技能を習得し、得られた結果から科学

を通して楽器 表現 的に現象を表現できる。

についての理

解を深める。 知識・ 音が疎密波であること、音の三要素・波形と純音の ○

理解 関係・ドップラー効果・回折・干渉・共振（共鳴）

について理解し、楽器の原理について必要な知識を

身に付け、量的関係を活用できる。

１２ Ⅱ－３ ・光、可視光線 関心・ 光の示す現象と光学機器に関心を持ち、積極的にそ ○



光は波なの が示す波の性 意欲・ れらを探究しようとする。

か 質を学ぶ。反 態度

射・屈折・全

反射・レンズ 思考・ 様々な光現象の理解から光が波動現象であることを ○

についての現 判断 知り、法則を見いだし、光を通して認知する自然界

象・作図・計 について科学的な判断ができる。

算ができる。

１ ・光が波（横 観察・ 鏡やレンズを用いた実験機器により法則を見いだ ◎

波）であるこ 実験の し、スリット・回折格子・偏光板を用いた観察・実

との証である 技能・ 験の方法を習得し、簡単な実験機器を製作する。

干渉・回折現 表現

象を実験を通

して学び、計 知識・ 幾何光学としての光の性質と法則を理解している。 ◎

算ができるよ 理解 波動光学に関する現象を理解し、知識を身に付けて

うになる。ま いる。また、光についての原理・法則を理解し活用

た、偏光・ス できる。

ペクトル・電

磁波について

も学ぶ。



体育（ 年）3

単位数 学年・クラス 使用教科書（出版社） 指導者

２単位 ３年全学科 カラーワイドスポーツ（大修館） 体育担当教員

教科・科目の目標

各種の運動の合理的な実践を通して、運動技能を高め運動の楽しさや喜びを深く味わうことが
できるようにするとともに、体の調子を整え、体力の向上を図り、公正、協力、責任などの態度
を育てて、生涯を通じて継続的に運動ができる資質や能力を育てる。

評 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解
価
規 運動の楽しさや喜びを 自己の能力と運動の特 自己の能力と各種の運 生活における運動の意
準 味わうことができよう 性に応じた課題の解決 動の特性に応じた技能 義や必要性及び運動の
に自ら進んで運動をし を目指して、運動の合 を高め、運動の楽しさ 特性と合理的な行い方
ようとする。また、個 理的な行い方や計画を や喜びを深く味わうと を理解し､知識を身に
人生活や社会生活にお 考え、工夫してる。ま ともに、体力を高める 付けている。また、個
ける健康・安全に関心 た、個人生活や社会生 ための運動の合理的な 人生活及び社会生活に
や興味をもち、学習に 活における健康・安全 行い方を身に付けてい おける健康･安全につ
取り組もうとする。 について、課題の解決 る。 いて、課題の解決に役

を目指して考え、判断 立つ基礎的な事項を身
している。 に付けている。

評 授業中の活動状況 授業中の活動状況 授業中の活動状況 授業中の発問に対する
価 出席状況 班ノート記入内容 班ノート記入内容 応答
方 学習態度 スキルテスト 班ノート記入内容
法 班ノート記入内容 授業中の活動状況
自己評価表

到達目標に向けての具体的な ○安全に自主的・合理的に運動ができる知識と技能を身につけさせ
取組 る

○生涯にわたって計画的に運動ができるための、基礎的・基本的な
【評価規準を念頭に置いた指 知識や技能を確実に身に付けさせる。
導上の留意点】 ○スポーツにおけるルールの重要性を理解させ、ルールを決めると

ころから学ぶ意欲を持たせる。
○グループ学習を取り入れ、自ら考える機会を多くする。
○個人内評価が適切にできるよう、授業外での自主的な学習活動等
も評価に含める。

月 単元名 単元の目標 単元ごとの評価規準 評価
観点

４ 体つくり運動 ○自己の体に関心を 関心・意欲 ○自分の体や心の状態に気付き、体の
もち、自己の体力や ・態度 体調を考えながら、体つくり運動を楽 ◎
生活に応じた課題を しく行おうとする。
持って次の運動を行 ○用具の準備や健康・安全の場づくり
い 体をほぐしたり に気を配り、仲間と協力してあいなが、 、
体力を高めたりする ら取り組もうとする。
とともに、これらの
運動を生活の中で実 思考・判断 ○自分の体力や体調に適した運動を選
践できることができ んでいる。
るようにする。 ○運動の内容や方法を見直したりし ◎

て、新しい運動を選んだりしている。
○体つくり運動に対
する関心や意欲を高 技能・表現 ○自分の体力や体調に応じた運動を身
めるとともに、お互 に付け合理的に体力を身につけること ○
いに協力して運動が ができる。
できるようにする。 ○新しい運動をすることができる。

○自己の体力や生活 知識・理解 ○体つくり運動の特性を理解した中
に応じて、体ほぐし で、運動の種類と体力の向上する運動 ○
の行い方と体力の高 の行い方を説明できる
め方を実践的に工夫
することができるよ



うにする。

５ 選択 ○自己の能力に応じ 関心・意欲 ○自分の能力に応じた技を習得し、相
・ 柔道 て技能を高め、相手 ・態度 手との攻防を展開して競い合う武道の
６ 剣道・ の動きに対応した攻 楽しさや喜びを味わおうとする。 ○
・ ダンス 防を展開して練習や ○用具の準備や健康・安全の場づくり
７ 試合ができるように に気を配り、仲間と協力してあいなが

する。 ら取り組もうとする。

○伝統的な行動の仕 思考・判断 ○自分の技能に応じた技を選び、技の
方に留意して、お互 組み合わせや返し技を身に付けられる
いに相手を尊重し、 ように課題を設定している。 ◎
練習や試合ができる ○試合などから新しい課題を見つけ出
ようにするととも し、練習方法を考えたり、選んだりし
に、勝敗に対して公 ている。
正な態度が取れるよ
うにする。また、禁 技能・表現 ○自分の能力に応じた技や対人技能を
じ技を用いないなど 習得し、試合や練習をすることがでい
安全に留意して練習 る。
や試合ができるよう ○試合で、相手の動きや技に応じて、 ◎
にする。 技をかける・防ぐ・返すなどをするこ

とができる。
○自己の能力に応じ
た技を習得するため 知識・理解 ○武道の伝統的な考えや特性を理解し
の計画的な練習の仕 た中で、各種目の種類に応じた練習方
方や試合の仕方を工 法を考えられ、説明できる。 ○
夫することができる ○各種目のルールや審判法を理解し、
ようにする。 競技会の運営の仕方が説明できる。

○自己の能力に応じ 関心・意欲 ○ダンスの演技のできばえを求め、リ
た課題を持って行い ・態度 ズムに乗って動く、仲間とかかわりを
感じをこめて踊った もって動くダンスの楽しさや喜びを味
り、みんなで楽しく わおうとする。 ○
踊ったりして交流 ○用具の準備や健康・安全の場づくり
し、発表することが に気を配り、仲間と協力してあいなが
できるようにする。 ら取り組もうとする。

○お互いのよさを認 思考・判断 ○自分の技能に応じた技を選び、イメ
め合い、協力して練 ージが表現できるように課題を設定し
習したり発表したり ている。 ◎
することができるよ ○課題の状況に合わせた練習方法を考
うにする。 えたり、選んだりしている。

○グループの課題や 技能・表現 ○自分の技能に応じた技を身に付けス
自己の能力に応じた ムーズ・リズミカルに表現することが
課題の解決を目指し できる。 ◎
て、計画的な練習の ○新しい技をリズミカルに表現するこ
仕方や発表の仕方を とができる。
工夫することができ
るようにする また 知識・理解 ○ダンスの特性を理解した中で、技の。 、
発表交流会の企画や 種類、技の組み合わせの構成やイメー
運営ができるように ジした表現を考えられる ○
する。 ○発表の仕方や共感、感動する鑑賞の

仕方を説明できる。

８ 選択 ○チームの課題や自 思考・判断 ○技能のできばえやチームによる勝敗
・ 球技 己の能力に応じて技 を競い合う球技の楽しさや喜びを味わ
９ 能を高め、作戦を生 おうとする。 ◎
・ かした攻防を展開し ○用具の準備や健康・安全の場づくり

てゲームができるよ に気を配り、仲間と協力してあいなが10
うにする。 ら取り組もうとする。

○チームにおける自 技能・表現 ○自分やチームの能力に応じた練習方
、 、 。己の役割を自覚し 法を選び 考え 課題を設定している

て、その責任を果た ○練習試合などから、自分やチームの
し、お互いに協力し 課題を見直し、新しい課題を設定して ◎
て練習やゲームがで いる。



きるようにするとと
もに、勝敗に対して 技能・表現 ○自分やチームの能力に応じた技能を
公正な態度が取れる 身に付け、試合をすることができる。 ○
ようにする。また、 ○新しい技能を身に付け技で相手との
練習場などの安全を 攻防を展開したりして、試合をするこ
確かめ、健康･安全 とができる。
に留意して練習やゲ
ームができるように 知識・理解 ○各球技種目の特性を理解した中で、
する。 種目の種類に応じた個人技術やチーム

戦術の練習方法を考えられ、説明でき
○チームの課題や自 る。
己の能力に応じた課 ○各球技種目のルールや審判法を理解
題の解決を目指し し、試合の運営の仕方が説明できる。 ◎
て、計画的な練習の
仕方やゲームの仕方
を工夫することがで
きるようにする。ま
た、競技会の企画や
運営ができるように
する。

選択 ○自己の能力に応じ 関心・意欲 ○ 競技の向上を求めて、全力で取り11
・ 陸上競技 て技能を高め、競技 ・態度 組み、陸上運動の楽しさや喜びを味わ

したり記録を高めた おうとする。12
りすることができる ○用具の準備や健康・安全の場づくり ◎
ようにする。 に気を配り、仲間と協力してあいなが

ら取り組もうとする。
○お互いに協力して
練習や競技ができる
ようにするととも 思考・判断 ○自分の能力に応じた走る・跳ぶ・投
に、勝敗に対して公 げるの中で目標や課題を設定してい
正な態度が取れるよ る。
うにする。また、練 ○課題の状況に合わせた練習方法を考 ○
習場などの安全を確 えたり、選んだりしている。
かめ、健康･安全に
留意して練習や競技 技能・表現 ○自分の能力に応じた走る・跳ぶ・投
ができるようにす げるをすることができる。
る。 ○走る･跳ぶ･投げる中で、基本的な動

きを身に付け、競技したり記録を高め ◎
○自己の能力に応じ たりすることができる。
た課題の解決を目指
して、計画的な練習 知識・理解 ○陸上運動の特性を理解した中で、種
の仕方やゲームの仕 目の種類に応じた練習方法を考えら
方を工夫することが れ、説明できる。
できるようにする。 ○各種目のルールや審判法を理解し、 ○
また、競技会の企画 競技会の運営の仕方が説明できる。
や運営ができるよう
にする。

１ 選択 ○チームの課題や自 関心・意欲 ○技能のできばえやチームによる勝敗
（球技） 己の能力に応じて技 ・態度 を競い合う球技の楽しさや喜びを味わ

能を高め、作戦を生 おうとする。 ◎
かした攻防を展開し ○用具の準備や健康・安全の場づくり
てゲームができるよ に気を配り、仲間と協力してあいなが
うにする。 ら取り組もうとする。

○チームにおける自 思考・判断 ○自分やチームの能力に応じた練習方
、 、 。己の役割を自覚し 法を選び 考え 課題を設定している

て、その責任を果た ○練習試合などから、自分やチームの ◎
し、お互いに協力し 課題を見直し、新しい課題を設定して
て練習やゲームがで いる。
きるようにするとと
もに、勝敗に対して 技能・表現 ○自分やチームの能力に応じた技能を
公正な態度が取れる 身に付け、試合をすることができる。
ようにする。また、 ○新しい技能を身に付け技で相手との ○
練習場などの安全を 攻防を展開したりして、試合をするこ
確かめ、健康･安全 とができる。
に留意して練習やゲ
ームができるように 知識・理解 ○各球技種目の特性を理解した中で、



する。 種目の種類に応じた個人技術やチーム
戦術の練習方法を考えられ、説明でき

○チームの課題や自 る。
己の能力に応じた課 ○各球技種目のルールや審判法を理解
題の解決を目指し し、試合の運営の仕方が説明できる。
て、計画的な練習の ◎
仕方やゲームの仕方
を工夫することがで
きるようにする。ま
た、競技会の企画や
運営ができるように
する。



英語Ⅱ 評価基準

山梨県立谷村工業高等学校

英語担当教員

対象学年 年生3
使用教科書 Ⅱ( )ENGLISH NOW KAIRYUDO

１．科目目標

身近な話題から社会的な話題について、聞いたことや読んだことを理解し、情報や考

えなどを英語で話したり書いたりして伝える基礎的かつ発展的な能力を養うと共に、積極

的にコミュニケーションを図る態度を育てる。

２．評価の観点および趣旨

関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

コミュニケーション 幅広い話題について 幅広い話題について 幅広い話題について、 、

に関心を持ち、積極 情報や考えなどの伝 英語を聞いたり読ん の英語の学習を通し

的に言語活動を行い えたいことを整理し だりして、情報や考 て､言語やその運用、

コミュニケーション て、英語で話したり えなど、相手が伝え についての知識を身

を図ろうとする。 書いたりして表現す ようとすることを整 につけると共に、そ

る。 理して理解する。 の背景にある文化な

どを理解している。

３．年間学習計画

単元 学習内容

１ ○本文の音読、本文の内容の理解Lesson 1
・助動詞 など ○助動詞 の用法の理解can can / may / must
・節の働き（副詞節・名 ○副詞節・名詞節・形容詞節の違い

詞節・形容詞節） ○節を使った文章の英訳

○気持ちを聞かれた場合の応答

○本文の音読、本文の内容の理解Lesson 2
・主語＋動詞＋目的語＋補 ○主語＋動詞＋目的語＋補語の文の受身の理解、

語の文の受身 英訳

・否定を表す など ○ を含む文の理解、英訳few few
・分数を表す言い方 ○分数表現の理解、読み方

○高さを聞かれた場合の応答

２ ○本文の音読、本文の内容の理解Lesson 3



・現在完了 ○現在完了を用いた文の理解、英訳

・主語＋ 動詞＋補語 ○主語＋ 動詞＋補語（ 節）を用いた文の理be be that
（ 節） 解、和訳that
・助動詞＋ ＋過去分 ○助動詞＋ ＋過去分詞を用いた文の理解、和have have
詞 訳

○大きさを聞かれた場合の応答

○本文の音読、本文の内容の理解Lesson 4
・主語＋動詞＋目的語 ○主語＋動詞＋目的語（ 節）を用いた英文whether
（ 節） の理解、英訳whether
・主語＋動詞（ ）＋ ○主語＋動詞（ ）＋目的語＋補語（動詞の原make make
目的語＋補語 動詞の原形 形）を用いた英文の理解、英訳（ ）

・部分否定 ○部分否定を用いた英文の理解、英訳

○博物館に行きたい理由の尋ね方

○本文の音読、本文の内容の理解Lesson 5
・いろいろな接続詞 ○接続詞 、 、 、 を用いた英文の理befere while as if
・ ～ (強調構文） 解、英訳It is that...

○ ～ (強調構文）を用いた英文の理解、It is that...
英訳

○ものが何からできているかの説明の仕方

３ ○本文の音読、本文の内容の理解Lesson 6
・主語＋ 動詞＋ な ○主語＋ 動詞＋ など＋ ～（不定詞）をbe said be said to
ど＋ ～（不定詞） 用いた英文の理解、英訳to
・関係詞 ○関係詞 を用いた英文の理解、英訳what what
・受身の不定詞 ○受身の不定詞を用いた英文の理解、英訳

○「ﾊﾟｿｺﾝ」の英語の言い方を尋ねる

４ 小単元ごとの評価規準

学 関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

期

can/ may１ ○「読むこと」の ○発音に留意し、 ○携帯電話の普及 ○助動詞

、学 言語活動に積極的 積極的に英語を音 に伴う便利さと問 の使い分け/must/
に参加している。 読している。 題点を読み取るこ 英訳ができる。期

○ の発音が とができる。 ○節の３つの用法中 /i:/ /i/
正しく区別でき、 ○携帯電話につい （副詞節・名詞節間

発音できる。 ての日本に住む３ ・形容詞節）の違試

人の若者の意見に いを和訳で説明で験

ついての英文で理 きる。



解できる。

○「話すこと」の ○ものの長さ、重 ○長さ、重さ、体 ○第５文型の文の１

言語活動に積極的 さ、体積などを英 積などの単位を英 受身形を用いた文学

に参加している。 語で言い表し、英 語で表現でき、世 を理解し、和訳で期

○ペア・ワークに 語で説明すること 界各地の測定単位 きる。期

おいて英語で積極 ができる。 がどのように変化 ○主語に否定の意末

的に話している。 ○「 」の発音の してきたか英文で 味を含む文をを理ま th
種類を区別でき、 読み取ることがで 解し、和訳ができで

正しく発音できる きる。 る。。

○いろいろな値の

分数を英語で言い

表すことができ

る。

○「読むこと」 ○恐竜を軸に、自 ○これまでにどの ○現在完了の３つ２

「書くこと」の言 然環境について自 ような動物が絶滅 の用法を理解し、学

語活動に積極的に 分の意見を英語で し、また、絶滅の 正しい英文が作れ期

参加している。 表現することがで 危機に瀕している る。中

きる。 か、恐竜がどのよ ○補語に 節が間 that
○２重母音 ｅｉ うにして栄え絶滅 来る文の意味、形ま / /
の音を正しく発音 していったかを英 を理解し、英訳でで

できる。 文で理解し地球環 きる。

境の変化との関連

を理解し、環境の

影響について意見

をまとめることが

できる。

○「読むこと 、 ○遺伝子組み換え ○遺伝子組み換え ○第３文型の文の２ 」

「書くこと」の言 食品に関する英文 食品に関する問題 中 で 目 的 語 に学

語活動に積極的に から、現代の食品 点についての消費 節が来る期 whether
参加している。 の問題点について 者と専門家の問答 の英文の意味を理末

、 。ま 自分の意見をまと について英文を理 解し 英訳できる

めることができる 解でき、問題点を ○第５文型の文ので 。

、○ブーメランの不 正しく読み取るこ 中で動詞が make
思議な点と魅力に とができる。 補語に動詞の原形

ついて自分の意見 ○オーストラリア が来るの英文の意

をまとめることが のブーメランの不 味を理解し、英訳

できる。 思議とその魅力を できる。



○日本語の「ア」 読み取ることがで ○部分否定の英文

に相当する英音を きる。 の意味を理解し、

正しく発音できる 英訳できる。。

before, while,○日本語の「オ」 ○

に相当する英音を の副詞節をas, if
区別でき、正しく 含む英文の意味を

発音することがで 理解し、英訳でき

きる。 る。

○強調構文の特徴

を理解し、強調文

との違いが理解で

きる。

○「読むこと 、 ○チョコレートは ○世界でのチョコ ○過去形と過去完３ 」

「話すこと」の いつ頃から、どの レートの食され方 了形の形、意味の学 、

言語活動に積極的 ような形で食され いつ頃発見された 違いが理解でき期

に参加している。 るようになったか か、いつ商業的に る。末

について表現し、 生産されるように ○過去完了を使っま

発表することがで なったか、日本で た英文を作ることで

きる。 の食され方につい ができる。

○過去形 の３ て英文で理解でき ○助動詞と受動態-ed
通りの発音の仕方 る。 が組み合わさった

が理解でき、正し 英文を理解し、英

く発音できる。 訳できる。

５ 小単元ごとの評価方法

単 関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

元

出席状況 学習態度 学習態度 学習態度１

学習態度 授業プリント 授業プリント 授業プリント学

授業プリント 英語検定試験 英語検定試験 英語検定試験期

英語検定試験中

間

ま

で

出席状況 学習態度 学習態度 学習態度１



学習態度 授業プリント 授業プリント 授業プリント学

授業プリント フレッシュノート フレッシュノート フレッシュノート期

フレッシュノート 英語（問題集） 英語（問題集） 英語（問題集）期

英語（問題集） 英語検定試験 英語検定試験 英語検定試験末

英語検定試験ま

で

出席状況 学習態度 学習態度 学習態度２

学習態度 授業プリント 授業プリント 授業プリント学

授業プリント 英語検定試験 英語検定試験 英語検定試験期

英語検定試験中

間

ま

で

出席状況 学習態度 学習態度 学習態度２

学習態度 授業プリント 授業プリント 授業プリント学

授業プリント 英語検定試験 英語検定試験 英語検定試験期

英語検定試験末

ま

で

出席状況 学習態度 学習態度 学習態度３

学習態度 授業プリント 授業プリント 授業プリント学

授業プリント期

末

ま

で
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